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緊特ア 」し。験る経あをで例きたべ 
にて 5kg増加。
第 E例は 16才男子学生。
3症例とも術後は全く幅吐消失し経過良好の為報
告す。 
65. 虫垂切除術後障害例の X線的追求とその対
策(第 1報〉
銚子市加瀬外科病院加瀬貞治
演者は 21例の虫垂切除術後障害患者について X
線的検査はより癒着症 5例，機能的障害 1例，終末
回腸リンパ櫨胞増殖症 9例， その他 6例に分類し
た。 
癒着症については局所的障害の明かなものは剥離
術または吻合術を併用他は保存的療法を，機能的な
ものは保存的療法を，また終末回腸リンパ‘臆胞増殖 
症のごく高度のものには回宮部切除を， しからざる
ものには薬物療法と蛋自制限および野菜摂取を一応 
の対策としてのべた。各グ吊ループの特色ある症例を
16枚のスライドにより供覧し， 今後の開題をのべ 
た。
66. 外科医としての考え方
札医大田代豊一
外科医は患者の生命をゆだねられている。先づ患
者をたすけなければならない。
私の失敗例として食道出血に胃切除を行なった
例，腹部大動脈癌のみと誤診した解離性胸部大動脈
た」という無知の医師の危険を身にしみて感じた。
中山教授は決して患者を殺さない事といっている
が，それはっきつめれば患者を治す事だと思いま
す。患者を治すためにはまた生かすためには，外科
専門医制度をつくるまえは立派な外科医の教育が必
要である。 
67. 最近  1年間に経験せる 2，3の興味ある症例
について
幸子病院高村良平
第 1例 48才の女子に発生せる小腸重積症にし
て， トライツ靭帯より約 50cmのところに発生し，
入口より約 5cmの内筒内壁に揖指頭大のポリープ
1ケを認めた。 36年 12月 3日切除，端々吻合を行
‘週期的悪心ul孟吐を主訴とし，陽性の胃障害を訴へ
また正常時には十二指腸欝滞症のレ線像を示すが，
発作時には腸間膜動脈閉塞症の如き症状を呈した 3
例 K十二指腸空腸吻合術を施行し，極めて好成績を
得た。
第 1例は 16才の女子掌生， 11才の頃より頑固な
ul吐を来す様になり，以後 3年症状難治にて自家中 
毒症と診断されて来た。初診時のレ線像では，十二
指腸欝滞症がみられたが，発作時には，胃および十
二指腸に大量の分泌物およびガス像をみとむ，術後
は経過良好で 1年半後体重 13kg増加。
第 TI例は 30才男子会社員， 7年前より慢性の幅
吐あり，来院時イレウス症状にて来院。開腹時胃お
よび十二指腸の拡張著明，術後は良好で体重 4カ月 
F
おこした患者に私は iTextBook通りにやりまし
司
こあ
h v
次i乙キニヂン Toxicationをおこして心停止を
Y υおでをうデよナん
J
ポしンはタに心術 一丸で手癌急
のため入院す。手術時に両側披露部K鶏卵大の腫癌
を発見した。腫癌は柔軟，外皮'と癒着し，底部は境
界不鮮明で癒着の傾向は無い。部分的に弾性硬度を 
示す所あり。自覚症状ほ無いが，妊娠末期に至り急 
l乙増大したという。服筒部表皮には乳鳴および乳置
を思わせるものは無い。分続手術後 2週自に相次い
で両側腫癌を別出した。組織学的検索によれば，柔
軟なる部位は主として正常乳腺の場合と同様な， 
Lacta tionsmammaおよび Mazoplasieの像であ
り，一部に Cystoadenomaの像が見られた。また
弾性硬度を有した部位には， Fibroadenoma peri-
canalicuearisおよび Mastopathiachronica fib-
rosa cysticaの組織像が見られたが， 悪性変化の
像は見当らなかった。
妊娠時の巨大な副乳で，多種多様な組織像を同時
lと観察し得た興味ある症例である。(病理，藤本助
教授検鏡〉。文献によれば，欧米では Dorland氏等
(1929年)が副乳はその形態， 組織像，発生部位
等より， Supernumerary Breasts と Aberrant 
Breasts K区別することを提唱している。前者は
乳噛，乳置を備え，乳腺組織は萎縮または消失し，
発生部位は乳房より下位に多く， かつ悪性変化率
は低いとされている。本症例は後者の  Aberrant 
Breasts K属するものであって，更年期以後に癌化
率の高い乙とから，手術適応に意義を認めるもので
あり，文献的考察を加え，御報告させて載いた次第
である。 
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